
様式第８号（第10条関係） 

 

中小企業等デジタル活用事業変更承認申請書 

 

令和８年10月５日 

   

（宛先）静岡市長 

 
住所 

静岡市清水区旭町６－８  

  

申請者 氏名 
株式会社経営支援係 

代表取締役 清水 旭 
 

 電話番号 054-354-2058  

    

令和８年６月８日付け08静経商産振第0000-0号により補助金の交付の決定を受けた事業の変

更について、承認を受けたいので、静岡市中小企業等デジタル活用事業補助金交付要綱第10条

の規定により、次のとおり関係書類を添えて申請します。 

 

 

１ 変更の内容 

・交付申請時に導入予定であった◆◆機器を××機器へ変更 

・購入金額を100,000円／台から80,000円に変更 

・交付申請額を366,000円から326,000円に変更 

 

２ 変更の理由 

交付申請時に導入予定機器として◆◆機器を想定していたが、販売元で在庫が無くな

り、購入できなくなったため、同等の機能で事業目的が達成可能な××機器に変更す

る。 

  
変更を行う理由を詳細に記載 

因果関係がわかるようにしてください。 

変更を行う内容を箇条書きで記載 

変更がわかった時点 

交付決定通知書の番号 



様式第３号（第７条、第10条関係） 

 

変更事業計画書 

 

１ 自社の課題 

当社は産業用機械製造業向けに金属加工品を製造している。△△△の工程において

 ××という問題点が発生しており、生産の効率化においてボトルネックとなっている。

 顧客から要望のある○ロットを生産するにおいて、X時間を要しており、顧客要望に

 対応できていないことに加え、恒常的に残業が発生する要因となっている。 

 今回、○○○○を導入することによりボトルネックとなっている工程を（～どのよう

 に～）効率化することにより生産性の向上に取り組む。 

 

２ 事業の目的 

  ＜目的の分類（いずれかを選択）＞ 

  ☐売上向上（新規販路開拓・新商品/事業開発等） 

  経費削減（業務効率化等） 

  ☐その他（       ） 

 

３ 事業の具体的な実施内容（実施方法） 

 ボトルネックとなっている△△△の生産工程において、○○を活用して△△構築する

 ことにより、生産性の向上を図る。 

当初、導入予定機器として◆◆機器を想定していたが、販売元で在庫が無くなり、購

入できなくなったため、同等の機能で事業目的が達成可能な××機器に変更する。 

 

４ 事業内容 

（１）具体的内容 

 ・○○の活用による業務効率化に関する社内教育の実施 

 ・△△構築と、構築のための機器購入 

 ・構築した△△活用に関する生産ライン従事工員に対する教育の実施 

 

 

原則、取組内容が申請時と変わらない部分は変更し

ない（申請時の内容を転記）。 

ただし、全体の文脈を整える目的での改変は可能。 

変更した内容を追記し、 下線 をひく。 



（２）事業実施スケジュール 

 

期間 

（いつ） 

 

実施項目 

（何をするのか） 

令和８年10月 

 

令和８年11月 

 

令和８年12月 

令和８年12月～ 

令和９年１月 

令和９年２月 

△△△工程における問題点洗い出しのための社内ミーテ

ィングの実施 

○○活用事例の研究会の実施 

問題点解決のための必要要件の決定 

○○活用による△△構築のための機器の購入 

 

生産工程における△△導入における社員教育の実施 

本格稼働 

 

５ 事業実施により目標とする事業成果 

 ・△△△工程におけるロット当たりの生産リードタイム削減 

  現状 X時間 ⇒ 目標 Y時間 

 ・△△△工程における生産品 Zの原価削減 

  現状 A円 ⇒ 目標 B円 

 ・上記実現による既存顧客との取引拡大と、自社の強み強化による新規取引先の

  開拓。 

 

 

  



様式第４号（第７条、第10条、第12条関係） 

 

変更収支予算書 

１ 収入の部 

科   目 予  算  額 変更後予算額 摘要 

市補助金 366,000 326,000  

自己資金 239,000 213,000  

    

    

合    計 605,000 539,000  

 

２ 支出の部 

 （１）事業全体経費 

科   目 予  算  額 変更後予算額 摘要 

対 

象 

経 

費 

報償費    

使用料 150,000 150,000  

備品購入費 300,000 240,000  

消耗品費    

役務費    

委託費 100,000 100,000  

    

小 計 550,000 490,000  

対

象

外

経

費 

消費税 55,000 49,000  

    

    

    

    

小 計 55,000 49,000  

合   計 605,000 539,000  

 

・左側に申請時の予算額 

・右側に変更した後の予算額 



（２）科目別内訳（税抜） 

ア 報償費 

内容・使途 数量 単価（円） 金額（円） 備考 

     

     

計     

イ 使用料 

内容・使途 数量 単価（円） 金額（円） 備考 

○○ソフト １ 150,000 150,000  

     

計   150,000  

ウ 備品購入費 

内容・使途 数量 単価（円） 金額（円） 備考 

××機器 ３ 80,000 240,000  

     

計   240,000  

エ 消耗品費（１万円以内） 

内容・使途 数量 単価（円） 金額（円） 備考 

     

     

計     

オ 役務費 

内容・使途 数量 単価（円） 金額（円） 備考 

     

計     

カ 委託費 

内容・使途 数量 単価（円） 金額（円） 備考 

△△構築費 １ 100,000 100,000  

計   100,000  

 

このページは「変更後」の予算額を記載。 

金額は、前ページの「変更後予算額」（右欄）と一致 


